
鹿跳 

１月の写真 

学校教育目標： 郷土を愛し 自ら伸びゆく 心豊かな児童の育成 

  

        

         

  

1月２５日、この冬一番といわれる寒波により、小学校周辺にも数㎝の積雪がありました。 

子どもたちの中には、昇降口に立っていた私に「氷が張っている所があった」とか「雪を触っていたら

手袋がびしょびしょになった」と報告したり、さっそく仲間と一緒に運動場に出て雪合戦をしたりと、こ

の日の朝を楽しく過ごす様子が見られました。 

 

雪の日にしかできない「気づき」があると思います。例えば、雪は触れれば冷

たく、温めれば水になります。雪玉は、乾雪か湿雪かで作りやすさが違います。

積雪の中を歩けば、思いがけず深い場所に足をとられることも･･･。子どもは、

登下校時や休み時間等に、雪に関する諸々を体感的に学習していきます。  

雨の日や風の日・霧・雷などについても、同様のことが言えるでしょう。雨上がりの運動場には、普段

には無い小さな流れや水たまりができます。強風の日に帽子を飛ばされそうになった経験はどの子にもあ

るでしょう。見通しの悪い霧の中を歩いた経験は、「五里霧中」の意味理解に役立つはずです。 

学校での教育活動のほとんどは計画的に進めるものですが、機を捉えたイレギュラーな学習経験もまた

必要だと考えます。 

 

追伸：豪雪地帯で暮らす人にとって、雪は厄介者かもしれずお許し願いたいのですが、私は雪景色が好

きです。「墨絵」的なコントラストが美しいからです。特に、一晩でつくられた朝のそれは、新

鮮で清々しく、また、純白の布が災い事を覆ってくれたようで、見ていて癒やされます。 

松尾芭蕉は、度々大津を訪れています。生涯に詠んだ全982句のうち、一割に近い89句が大

津やその周辺を題材にしたものです。そして、自分の遺骸を義仲寺（大津市馬場一丁目）に埋葬

するよう遺言を残しています。日本国内を行脚した芭蕉が大津を深く愛した理由の一つは、四季

折々の美しい自然があったからではないでしょうか。 ･･･しばし雪景色を眺める私でした。 

                                    校長  青谷 恭浩   

 

 

 

      

                                 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

大津市立大石小学校 学校だより 

令和６年２月1日 児童数 １９１名 

Tel：546-0018  Fax：546-7501 

雑 感 - 雪の日に思う - 

地域の方に、昔遊びを教え

てもらいました。【1年】 

「なべなべそこぬけ」を

楽しみました。【2年】 

琵琶湖博物館で昔の生活

体験をしました。【3年】 

水が氷になる様子を観察

しました。【4年】 

ハードルをリズムよく走り超

えるのが目標です。【5年】 

ゲストを招きキャリア学習

を進めています。【6年】 

入学説明会＆ 

体験入学（1/30） 

＊大石小学校ＨＰ「大石っ子日記」でも、学校の様子を随時掲載しています。 

歴史博物館に展示された 

共同制作作品です。【青空】 



日 曜日 日 曜日

1 木 16 金

2 金 17 土

3 土 18 日

4 日 19 月

5 月 20 火

6 火 21 水

7 水 22 木

8 木 23 金

9 金 24 土

10 土 25 日

11 日 26 月

12 月 27 火

13 火 28 水

14 水 29 木

15 木

天皇誕生日

あいさつ運動、安全点検

スクールカウンセラー来校ＡＭ

学校運営協議会ＰＭ、6年キャリア学習③

6年南郷中入学説明会・体験入学ＰＭ 全校5校時日課、1年副籍交流②

全校5校時日課

＊丸囲み数字は校時
＊行事等については、延期・変更の可能性あり

あいさつ運動、安全点検、5年福祉体験学習②③④

委員会⑥

青空お別れバス遠足、スクールカウンセラー来校ＰＭ

教育相談週間開始（～26日）、全校5校時日課
さざなみ号

クラブ⑥（最終）

2月の行事予定　（ 各学年に関わる内容は週案等でお確かめください ）

3年新名神高速工事見学 学習参観⑤、学級懇談会⑥、給食費振替日

建国記念の日
教育相談週間終了、全校5校時日課
低学年計算カードチェック（～3月1日）

振替休日

スクールカウンセラー来校ＡＭ

行　　　事 行　　　事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

お 知 ら せ 「卒業証書授与式（3/18）」の参加者は、教職員、児童（卒業生）、保護者、来賓 

（学校運営協議会委員）とし、在校生については自宅学習日とします。ご了承の程、お願いします。 

計算力アップを目指して・・・学ぶ力推進リーダーより 

 いろいろなクラスに学習のお助けに行くと、繰り上がりのあるたし算・繰り下がりのあるひき算

や九九がぱっと出て来ない子がいることに気が付きました。基礎・基本のたし算・ひき算・九九・

わり算をしっかり身に付けて次の学年に進級してほしいとの思いで、「計算カード頑張り週間」を

設けました。教室で友達や担任と共に学習した後、正確に計算できるか全校の先生達にチェックし

てもらうというものです。１～３年生の2学期末の学級懇談会でお伝えし、冬休み中に練習を頑張

った子ども達は、１月の頑張り週間で一生懸命取り組んでいました。各教師が２０問 

問題の書かれたカードを持っており、５人から合格サインをもらえたら校長先生の最終 

チェックを受けます。２月にも頑張り週間を設けています。全員合格できますように！ 

人・物・時間・・・子ども支援コーディネーターより 

南郷中学校区では、子どもたちの育ちを考えて、「人を大切に！ 物を大切に！ 時間を大切に！」

と、３つのことを大切にしています。大石小学校の校内生活目標は、この３つのことから設定して

います。そして、２月の生活目標は「ていねいな言葉で話そう」です。 

友達に対する言葉づかいや、大人に対する言葉づかいに気をつけさせたいです。言葉は少しの行

き違いがもとで相手を傷つけてしまいます。その一方で、人を元気づけたり、 

心を温かくしたりと、素敵な力を持っています。互いに気持ちよく過ごすため 

に、子どもたちの言葉づかいに注目していきたいと考えています。 

 言葉づかいは、学校生活だけでは育ちません。ご家庭や地域でも、お子さんがよい言葉づかいを

した時には褒めてあげてください。その積み重ねが、ＴＰＯに合わせて言葉を使いこなす力につな

がるものと考えます。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 


